
　●第２２回しながわCSR企業連絡会　参加企業・団体

　●しながわCSR企業連絡会とは・・・ グループディスカッション

品川区に事業所を有する企業や団体等の社会貢献活動が円滑に行なわれるように、 天王洲にオフィスを構えているが、こういった活動は無く、横のつながり、地域に貢献できるような

各種の調整や情報交換を行うことを目的とし平成１９年に発足しました。 活動ができたら良いと思う。

事務局を品川区社会福祉協議会に置いています。 天王洲に天王洲総合協議会ができましたよ。支援してくれると思います。

　●第２２回しながわCSR企業連絡会 三栄電業： イルミネーションなどは区がやっているものと思っていた。三英はＡＡＲさんと協働したり、キャップ

　　　平成30年2月27日に、品川区社会福祉協議会会議室で開催しました。概要をご案内します。 集めなどをしている。少しずつ活動を広げていきたい。

1 開会あいさつ：品川区社会福祉協議会　事務局長　　木下　徹 神戸土地： 大井町で不動産業を９０年やっている。座席譲り運動をしている。大崎の街づくりに尽力している。

公の力ではなく、民間の力で花植えなどのＣＳＲ活動を通じて結束力を強めることを参考にしたい。

2 講義：「地域と繋がろう企業の社会貢献」 ＮＰＯは多くあるが、なかなか進まない。

パルレ： 発達障害のお子さんやそのご家族の支援をしている。啓発講演会や支援者の専門性を高める

★ 大崎の街をきれいにしようと年２回地元の中学校をはじめ大崎の企業の方々がＣＳＲ活動の一環として

「お花いっぱい大崎運動」に参加しています。 障害がある方達へのＩＴ機器での支援をしている。またシニアのＩＴ機器の使い方講座などもしている。

左の図の の

使えることで、障害のある方にもいろいろな可能性がある。立正大学が協力してくれて、以前に障害の方が自分の

なります。 なるだろう。そういう人たちがいることを認識してもらうことから始めないといけないと思う。

そのせいか、通常からそのエリアは ＮＩＲＥ：

ゴミ一つないきれいな街です。

ＡＡＲ： 困ったときはお互い様という考えで活動。海外で支援をしても取り残されがちなのは障害者となる。

国際協力では敷居が高いので、単純作業の手伝いなどのボランティアや、チョコレートのチャリティ

商品の購入をしてもらっている。活動を見てもらいたい。障害者への支援は足りていない。

大崎の花を植える運動に参加したいと思う。

★ 「目黒川みんなのクリーン活動」の実施 岩田氏： 宣伝媒体としては大崎のビジョンで流すことが可能。ＨＰなどで、皆さんの活動を流すことも可能。

目黒川沿いのイルミネーションに多くの方に来場いただいた後のクリーン作戦をしています。 おばちゃんち：

周辺企業の方が、近隣町会の方々の交流活動にも繋がっています。

　協働して社会貢献活動に参画していきたいです。

もう少しきちんとやらないと関わる事が難しいと思う。

　企業や町会の皆様と交流する良い機会にしたい。

ネットワン：

岩田氏：

勉強会をしている。利用者の作成したアクセサリーを販売している。自分たちの自信につながっている。

ＩＣＴ救助隊：

プレゼンをしてくれた。重い障害のある方にも使いやすいものは誰にとっても使いやすいものに

呼吸器をつけている方々をどのようにして社会に引っ張り出そうかということをしている。ＩＴ機器を

講師：大崎エリアマネージメント   岩田　俊雄　氏

所がお花いっぱい運動で

お花を植えたところに

企業からの意見： ・今後もＣＳＲ活動の一環として、他の企業様や団体様と

発達障害の学習支援、若者自立支援として引き籠りの若者の自立支援をしている。地域の餅つき

まつりなどで地域とつながりができている。大きな企業さんとはどのように結びつきを作れば

よいのか不明。　ボランティア活動などで社会とつながりをつけて、社会活動を出来ると良い。

報酬などがあると本人の励みになる。

子供の一時預かりをしている。本来は街がつながって、子どもがいてもどんどん街に出ていって

くれるようなところを作れたらよい。冒険遊び場づくりをしています。おせっかいな人がいることで、

プレイワーカーの役目なのですが、つながりができていきます。企業さんとのつながりでは、マンションの建築で

おばちゃんんちが入って子育て支援を頼まれている。ママ活として大崎エリアマネジメントさんと関わっているが、

・今年はこれまでの開催で最大規模の人数が集まったので、
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＜団体＞ 
 NPO法人ふれあいの家おばちゃんち 
 NPO法人しながわチャイルドライン 
 NPO法人教育サポートセンターNIRE 
 ＮＰＯ法人ＩＣＴ救助隊 
 パルレ 
  難民を助ける会 

＜企業＞ 
ネットワンシステムズ株式会社 
三英電業㈱ 

かんべ土地㈱ 



使えることで、障害のある方にもいろいろな可能性がある。立正大学が協力してくれて、以前に障害の方が自分の


